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はじめに

　子どもが安心して日常生活を過ごす。その生活環境を保障することは大人の責任である。事故、子ども
をねらった犯罪、自然災害など、命の危険にさらされる事態から子どもが自分の身をどのように守るか。
危険を回避する能力を育てる安全教育を、就学前の幼児期から推進することは現代的課題である。
　子どもは成長と共に親から離れ、一人あるいは子どもだけで行動する機会が増える。特に小学校に通う
ようになると行動範囲は広がり、登下校、習い事の行き帰り、友達と遊ぶなど外出機会が多くなる。幼児
や児童が狙われる誘拐事件は依然として後を絶たない。このような事件が報道されるたび、大人たちは安
全教育を模索する。江尻（2010）は、人物が既知か未知かによって適切な行動選択ができるようになるの
は４～６歳にかけて、正しい認識に基づいた行動選択ができるようになるのが小学１年生（６～７歳）以
降であることを明らかにした１）。また、清水（2010）は、見知らぬ人から助けを求められたときの、幼児
と児童の危険回避行動と向社会的行動のジレンマ場面を設定し、子どもが取る方略と発達過程を検討し
た。その結果、①具体的な状況を想定したシミュレーション実施の重要性、②「人」でなく「場面」に焦
点化した安全教育の必要性を示唆している２）。
　出版されている紙芝居には、安全教育をテーマに作られた作品がある。幼児教育で活用されることの多
い紙芝居は、幼児が防犯知識を得る一つの方法として期待できる児童文化財である。現在のような平絵紙
芝居は昭和初期に空き地や路上で演じられた街頭紙芝居から始まり、その娯楽性に満ちた内容が子どもた
ちをひきつけた。昭和10年当時の紙芝居の内容は活劇･悲劇･漫画であったが、高橋五山（1888－1965）
たちの尽力もあり教育性を含んだ紙芝居が幼稚園に普及した。現在では、幼児の教育現場、児童館や図書
館などのお話会で子どもたちは紙芝居を楽しんでいる。しかし、楽しみを子どもに届けるだけでなく、現
代社会の課題を子どもが理解し乗り越えるためのメディアとして紙芝居は有効であろう。
　そこで本研究では、災害･事故･犯罪のような危険な状況下において子ども自身が身を守る行動ができ
るようになることを目的に作られた安全教育紙芝居に着目し、その第１報として「知らない人への対応」
を描いた作品の内容分析を試みる。先行研究において、「場面に焦点化した安全教育の必要性」が示され
た。紙芝居には危険な場面がどのように提示され、脚本化されているか。該当する場面と言語表現を中心
に考察することで、幼児期の安全教育教材としての紙芝居の特徴と課題を明らかにしたい。

１．幼児期の安全教育

（１）安全教育の領域

　幼児の安全教育において留意することは何であろうか。東京都教育委員会が作成している『安全教育プ
ログラム』第９集では、幼児･児童・生徒に向けた安全教育を、①生活安全、②交通安全、③災害安全の
観点から検討している３）。それぞれの内容は、①生活安全は「登下校時の安全、校内での安全、家庭生活
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での安全、地域や社会生活での安全、スマートフォン・携帯電話等使用時の安全」、②交通安全は「道路
の歩行と横断及び交通機関の利用、自転車の安全な利用と点検・整備、二輪車・自転車の特性と心得、交
通事故防止と安全な生活」、③災害安全は「災害への備えと安全な生活、災害時の安全、気象災害時の安全、
地震災害時の安全、避難所の役割と貢
献、火山災害時の安全、原子力災害時
の安全」である。
　安全教育で身に付ける力について
は、子どもは守られる立場とどまらず、

「自らの安全を確保できる力を身に付
け、さらに他者や地域社会の安全を意
識して活動できることが求められ」て
おり、学校が「全ての子供たちに、危
険を予測し回避する能力と他者や社会
の安全に貢献できる資質や能力の育成
するための安全教育を推進いていく必
要がある」と解説して、〔図１〕のよ
うに各段階の行動を示している。安全
教育上、幼稚園段階で身に付ける力と
して、３つの項目「日常生活の場面で、
安全な生活習慣や態度を身に付ける」

「教職員や保護者の指示に従い、行動
する」「危険な状況を発見したときは、
近くの大人に伝える」４）が示されてい
る。

（２）幼稚園教育要領における安全に関する事項

　現行の幼稚園教育要領では安全に関する事項が、領域「健康」〔ねらい〕において「健康、安全な生活
に必要な習慣や態度を身に付ける。」と示されている５）。安全に関する指導について、幼稚園教育要領解
説「特に留意する事項」（第３章第１第３節）の記述の中に、幼児が自身の体験を通して危険を回避する
能力を身に付けるためには、「日常の生活の中で十分に体を動かして遊ぶことを通して，その中で危険な
場所，事物，状況などが分かったり，そのときにどうしたらよいかを体験を通して学びとっていくことが
大切」、「交通安全の習慣を身に付けさせるために，教師は日常の生活を通して，交通上のきまりに関心を
もたせるとともに，家庭と連携を図りながら適切な指導を具体的な体験を通して繰り返し行うことが必
要」、「災害時の行動の仕方や不審者との遭遇など様々な犯罪から身を守る対処の仕方を身に付けさせるた
めには，幼児の発達の実情に応じて，基本的な対処の方法を確実に伝えるとともに，家庭，地域社会，関
係機関などとも連携して幼児の安全を図る必要がある」と説かれている６）。
　また同項に、幼児期は「発達の特性として，友達の行動の危険性は指摘できても，自分の行動の危険性
を予測できないということもあるので，友達や周囲の人々の安全にも関心を向けながら，次第に幼児が自
ら安全な行動をとることができるように，発達の実情に応じて指導を行う必要がある」７）とあるように、
他者の行動に関心を持つことが、自分の安全意識と行動にむすびつくとしたら、紙芝居を見ることは間接
的な体験として機能するのではないだろうか。
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〔図１〕安全教育で身に付ける力 

（東京都教育委員会『安全教育プログラム』第9集より転載） 

〔図１〕安全教育で身に付ける力
（東京都教育委員会『安全教育プログラム』第９集より転載）
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２．紙芝居の特質と安全教育紙芝居のテーマ性　

　紙芝居脚本家の堀尾青史（1914－1991）は、紙芝居は「絵を主体にしているという点では絵本とよく
似ていますが、実は大変違うのです」８）と述べ、それぞれの特色を〔表１〕のように解説している。

〔表１〕絵本と紙芝居の特色
絵本 紙芝居

　１．絵の芸術的表現 　１．物語の芸術的表現
　２．手にとって見る 　２．距離をおいて演じ手に見せてもらう
　３．絵を読み取る 　３．ドラマを楽しむ
　　　（言葉はだいたい短く、絵が主体） 　　　（物語の実演の相乗）
　４．納得してページをめくる 　４．抜く技術を重視（視覚的な劇的展開法）
　５．個人的理解 　５．集団の共通理解

（子どもの文化研究所編『紙芝居 ― 演じ方のコツと基礎理論のテキスト』より転記）

　紙芝居は芝居なので、演じて見せることで作者が作品に込めたメッセージが観客にドラマティックに伝
えられる。且つ、その内容を演者と観客が共有できる所に、紙芝居の教材としての利点がある。言い換え
れば、保育者が作品の特徴をつかんで子どもに演じてみせることで、子どもたちに作品のメッセージが強
く伝わり、その内容を共有できるのである。
　紙芝居作品のテーマは、名作童話、民話・昔話、行事、園生活、食育、健康、知識、動物、自然、安全
教育、道徳など、多岐にわたっている。現在出版されている安全教育紙芝居のテーマを区分すると、①防災・
避難訓練（地震、火事、台風、津波などの時の防犯）、②交通安全（交通ルール、標識理解などの理解）、
③知らない人への対応（留守番や子どもだけのときの対応）、④外出時の注意（電車やバス・デパートで
のマナーと注意、迷子の時の行動など）の４つになる。これらは安全教育の領域に示された「災害安全・
交通安全・生活安全」をカバーする作品群となっている９）。　
　知らない人への対応をテーマにした紙芝居のうち、入手できた以下の５作品（以下、作品Ａ～Ｅと表記
する）について内容分析をおこなう。

〔分析対象作品〕
・作品Ａ：「おおきなこえで いえるかな」脚本･絵/和歌山静子、監修/安藤由紀、童心社、2005年
・作品Ｂ：「ロボットポコペン はじめてのおるすばん」脚本･絵/若山甲介、監修/安藤由紀、童心社、

2005年
・作品Ｃ：「あかリボンちゃん きをつけて」作/中村徹、絵/中村陽子、教育画劇、2007年
・作品Ｄ：「しらないひとに きをつけて」作/にへいたもつ、絵/川端理絵、教育画劇、2007年
・作品Ｅ：「いかのおすし」作/にへいたもつ、絵/たんじあきこ、教育画劇、2007年

３．知らない人への対応をテーマにした作品の内容と展開

　未知の人への対応は、生活安全に含まれる内容である。幼児の生活は家庭・園・地域が中心であり、そ
の範囲を舞台として作品化されている。５作品のプロットは、〔表２〕のとおり大筋で共通している。ひ
とりでいる主人公に目を付けた不審者が、言葉巧みに主人公を誘うが主人公は誘いを拒否する、或いは助
けを呼んで危機を脱するという筋である。
　主人公は人間、動物、ロボットの何れも２～３頭身で描かれ、そこに幼ない子どもらしさがあらわれて
いる。不審者は、〔作品Ａ〕の「近所のお兄さん」を除き、他はすべて「知らない人」である。
　救助者は、隣のおじさんとおばさん〔作品Ｂ〕、一緒に留守番をしているネコとイヌ〔作品Ｃ〕、お母さ
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んと友だち〔作品Ｅ〕。〔作品ＡＤ〕は危機的場面に救助者として登場する大人はいないが、主人公自身が
拒絶して逃げ切る姿が描かれ、怖かった体験を先生や母親に報告している。

〔表２〕分析対象作品の概要
作品 作品Ａ 作品Ｂ 作品Ｃ 作品Ｄ 作品Ｅ

タイトル おおきなこえで
いえるかな

ロボットポコペン
はじめてのおるすばん

あかリボンちゃん
きをつけて

しらないひとに
きをつけて いかのおすし

主人公 ａ．女の子
ｂ．男の子 

つくられたばかりの
ロボット

女の子 サルのモンキチくん ねこのミーちゃん

知らない
人＝不審
者

ａ．車に乗った男の人
ｂ．近所のお兄さん

偽の宅配便屋さん ａ．ちょいワルおおかみ
ｂ．めちゃワルおおかみ
ｃ．ごくワルおおかみ

ａ．知らないキツネ
ｂ．知らないブタ
ｃ．知らないクマ

おおかみ

不審者が
声をかけ
る状況と
行動

ａ．路上で、図書館
の場所がわからない
ので車に乗って案内
してほしいと声をか
ける
ｂ．漫画の本を見に来
るよう電話でさそう

ひとりで留守番をし
ているときに、宅配
便 屋 や 知 り 合 い を
装ったり甘言で鍵を
開けさせる

ａ．チャイムをならす
ｂ．宅配便を装う
ｃ．電話をかけてくる

ａ．公園で一人で遊ぶ
モンキチにおもちゃや
お菓子を見せて一緒に
来るよう誘う
ｂ．駅がわからない
ので一緒に行ってほ
しいと声をかける
ｃ．お母さんが交通
事故にあったので連
れて行くから車に乗
るよう、路上で声を
かける

公園でみんなから離れ
て遊んでいる主人公に、
道に迷ったので車に
乗って道を教えてほし
いと声をかける

場面１
女の子ひとりの状況

（路上）
主人公紹介 母親が留守番時の注

意事項（３つの約束）
を伝える★

家の人にだまって外
出する主人公

公園に向かう主人公
と母親

場面２
車に乗った不審者ａ
が女の子に声をかけ
る

家族が留守番時の注
意事項を伝える★

チャイムを聞いてド
アを開けようとする
が、猫が止める：（問）

公園で遊ぶ主人公と
その様子を見ている
不審者ａ

公園で友達と遊ぶ
母親と約束★

場面３
図書館の場所、同乗
して案内してほしい
と頼む

ひとりの状況（家） ２階の窓から外の悪
い狼ａを確認

主人公をおもちゃで
誘う：（問）：断る主
人公

みんながいる場から
はなれようとする　

場面４

悩む女の子うに迫る
不審者

宅配便のチャイムに
玄関をあけようとす
る：（問）

宅配便のチャイムに
玄関をあけようとす
るが、犬が止める：

（問）

お菓子で誘う不審者
ａ：（問）

みんなから遠く離れ
て遊ぶ
主人公

場面５
さけんで拒否する 玄関を開けないが、

返事をしてしまう
窓から外の悪い狼ｂ
を確認

断る主人公 道案内を頼んで主人
公を車に乗せようと
する不審者

場面６
不審者から逃げる 宅配を装う不審者 電話に出ようとする

主人公
主人公に道案内を頼
む不審者ｂ：（問）：
断る主人公

母親が来て不審者が
逃げる

場面７

自宅にいる男の子が
知り合い（近所のお
兄さん＝不審者ｂ）
から電話で誘われる

甘言で鍵を開けるよ
う迫る不審者と悩む
主人公：（問）

犬・猫が止める：（問）迫る不審者と逃げ出
す主人公

〈危険なときに守る約
束〉の確認★

「いか」：（参加）

場面８

お兄さんの部屋で漫
画を読んだりプロレ
スごっこで遊ぶ

「お父さんを知ってい
る」と安心させる不
審者。鍵を開けてし
まう主人公

窓から外の悪い狼ｃ
を確認

不 審 者 ｃ の 誘 い：
（問）：断る主人公

「の」：（参加）

場面９

プロレスごっこをし
ていると体を触られ、
男の子は嫌な気持ち
になる

侵入してきた不審者
に対してあわてる主
人公：（参加）

火を使おうとする主
人公を犬･猫が止め
る：（問）

無理やり車に乗せよ
うとする不審者ｃ：
助けを呼ぶ（参加）

「お」:（参加）
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場面10 さけんで拒否する 大 声 で 助 け を 求 め
る：（参加）

３つの約束を確認す
る：（参加）

主人公を探す母親と
出会う

「す」:（参加）

場面11
部屋から飛び出して
逃げる

声を聞きつけた大人
が助けに来る
110番に電話

チャイムの音を聞い
ても玄関を開けない
主人公

行き先を聞く母親：
（問）：公園での出来
事を母親に話す

「し」:（参加）

場面12
翌日、元気のない男
の子と女の子

逮捕された不審者
「みんな」にお礼の合
図を送る主人公

母親の帰宅
約束を守れたことを
ほめられる主人公

注意事項を確認する
母親と主人公★

再度約束の確認★
（問）（参加）

場面13 昨日の出来事を互い
に報告

場面14
嫌な気持ちをわかっ
てくれる大人に話し
たい子どもたち

場面15 先生に話す★

場面16 無事に帰れた理由を
確認★（問）（参加）

★：注意事項確認場面、（問）：観客への問いかけ、（参加）：観客参加

４．危ない場面をどのように表現しているか

（１）子どもが知らない人に出会う場面

　安全教育作品の性格上、知らない人は不審者として描かれている10）。子どもが不審者に狙われる場面
は、屋外（路上、公園）や屋内（留守番時、近所の家）でひとりのときである。ひとりの不審者が執拗に
主人公を狙うストーリーと、主人公が何人もの不審者に出会うストーリーがあるが、描かれた不審者の手
口はほぼ共通しており、次のとおりである。
　屋外の場面は、①場所がわからないので車に乗って道案内してほしいと頼む、②お菓子やおもちゃをあ
げるから一緒に来るよう誘う、③家族が事故にあったので病院に連れて行くから車に乗るよう急かす。屋
内の場面では、④子どもが留守番中に宅配便を装ったり電話をかけるなどして子どもとコンタクトをとろ
うとする、⑤遊びを装い子どもの体をあちこちさわる、という状況を取り上げている。
　①から⑤の場面で、不審者は子どもにどのような言葉をかけ、それに対して子どもはどのように行動し
ているだろうか。脚本の言葉を中心に掘り下げていく。

（２）知らない人はどのような言葉で声をかけるか

　知らない人（不審者）が子どもとコンタクトをとるための言葉を抜粋する。なお、以下のａ，ｂ，ｃは
〔表２〕に示したの不審者の記号と同じである（下線は引用者によるもの）。なお脚本の台詞と説明文は、
ひらがなで文節ごとに区切って書かれているが、本稿では読みやすさの点から引用者が漢字に変換して表
記している（以下同様）。

［作品Ａ］ａ．「ちょっとおしえてくれないかな。」
「ぼく図書館に行きたいんだけど、どこにあるかわからなくなっちゃった。おしえてよ。」

ｂ．電話で男の子を自宅に誘う（脚本に不審者の言葉は書かれていない。）
「マ

ああ
ン
ああ

ガ
ああ

読み終わったら、今度はプ
ああ

ロ
ああ

レ
ああ

ス
ああ

ご
ああ

っ
ああ

こ
ああ

しない？」
［作品Ｂ］「宅配便でーす。」「あれ～。ここのいえはだれもいないのかな～？」

「こんにちはー。あれ～？だれもいないのかな？お
ああ

み
ああ

や
ああ

げ
ああ

に
ああ

ケ
ああ

ー
ああ

キ
ああ

、買ってきたんだけどなあ。」
「なんだ。いるんだ。お父さんはいないの？それじゃあ、帰るまで待たせてもらおうかな？
鍵をあけてくれる？」「… お父さんはおじさんのことをよーくしってるし、おじさんもお
父さんのことをよーくしっている。ね。知らない人じゃあないだろ？」
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［作品Ｃ］ａ．玄関チャイムをならす　ｂ．「おとどけものでーす」　ｃ．電話をかけてくる
［作品Ｄ］ａ．「こんにちは　ぼうや。楽

ああ
し
ああ

い
ああ

お
ああ

も
ああ

ち
ああ

ゃ
ああ

があるんだ。いっしょに遊ぼう。」
「それじゃ、お

ああ
い
ああ

し
ああ

い
ああ

お
ああ

菓
ああ

子
ああ

をあげよう。いっしょにおいで。」
ｂ．「こんにちは　ぼうや。○○駅はどこかしら。いっしょにいってくれない。」
ｃ．「お母さんが交通事故にあってしまったんだ。つれていってあげるから、車にのって。」

［作品Ｅ］「こんにちは、おじょうちゃん。道にまよってしまってね。車にのって道をおしえてくれな
いかな。」

「はやくのって！」

　〔作品Ｂ、Ｃ〕に描かれたような「玄関チャイムがなる」「宅配便が届く」「電話がかかってくる」「お客
さんが尋ねてくる」ことは、日常生活のひとコマである。子どもは家庭で大人の対応を見て、自分でもで
きると感じているだろう。ところがひとりで留守番しているときの（下線）のような場面への対応は、慎
重さが求められるのである。〔作品Ａ、Ｄ、Ｅ〕の子どもに声をかけた大人たちは、一見すると「困って
いる人（下線）」、「優しい人（下

ああ
線
ああ

）」、「親切で頼りになる人（下線）」である。現実に幼児がこのように
声をかけられたら、拒否や逃げる行動をとる判断は易しいことではないだろう。

（３）身を守るための子どもの言葉と態度

　子どもが不審者と対峙した場面は、〔作品Ａ､ Ｂ〕は拒絶や助けを呼ぶ場面で主人公の顔が正面からアッ
プで描かれ、「いやだ」「やめて」「たすけて」という言葉を大きな声ではっきり言うことが強調されている。

〔作品Ｂ〕は留守番中に玄関ドア越しにうっかり返事をしてドアを開けてしまい、不審者が入ってきたと
きに大声で助けを呼ぶ姿を描いている。〔作品Ｃ〕は留守番中の女の子が、来訪者に気づかれないよう２
階から覗いて外の様子を確認している。〔作品Ｄ〕では、「おかしはいりません」「いきません」「のりませ
ん」と断った後に不審者から迫られ、「いやだよ」と逃げる。
　一例として、〔作品Ａ〕の脚本を見てみよう。女の子が道案内を頼まれる場面である。

　〔作品Ａ：２～６場面〕
プップー　後ろから車が近づいてきて
車の男の人：「ちょっとおしえてくれないかな」　男の人に声をかけられました。
女の子：「うん。なあに？」
車の男の人：「ぼく図書館に行きたいんだけど、どこにあるかわからなくなっちゃった。おしえてよ。」
女の子：「図書館ならね、この道をまっすぐ行って、あの赤い屋根の家の前を右に曲がって、それか

ら……」
車の男の人：「なんだかむずかしそうだね。そうだ、この車にのってつれていってよ。」
男の人はそんなことを言いました。
女の子：「ええっ。」　女の子は困ってしまいました。

（知らない人の車に乗ったりしていいのかな。どうしよう、どうしよう。）
車の男の人：「ねえ、たのむよ。車で行けばすぐだし。」　男のひとは車のどあをあけました。
車の男の人：「ほら、のってのって！」
女の子は、だんだんこわくなってきて、
女の子：「いやだ！」と、叫びました。
そうして、逃げだしました！　できるだけ人のいるほうに向かっていっしょうけんめい走ったのです。
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　この場面では、困っている人に親切に道を教えるが、車に乗って案内してほしいといわれ、困り悩む姿、
怖さを感じて叫んで逃げる、という女の子の心の揺れ動きと安全のために取るべき態度が描かれている

（下線）。また、〔作品Ｄ〕でもお菓子に心ひかれる子どもらしい気持ちが描かれている。単に模範的な行
動を示し教訓的に伝える紙芝居ではなく、主人公の迷いを含めて幼児が理解できる物語の形式で、自分の
身を守るための行動を伝えている。

（４）子どもが信頼する相手と注意事項

　〔作品Ａ～Ｅ〕では〔表２（★）〕に示したとおり、子どもが怖い体験をする前後に身近な大人が身を守
るための注意事項を確認している。その具体的な内容は〔表３〕のとおりである。
　〔作品Ｂ〕は家族が、〔作品Ｃ､ Ｄ､ Ｅ〕は母親が留守番時の注意や見知らぬ人への対応について話して
いる。子どもが信頼する大人として、家族と先生が登場する。特に〔作品Ａ〕では、子どもに対応する先
生の言葉が丁寧に書かれている。嫌な気持ちを分かってくれる先生に子どもが怖かった体験を話し、先生
は「ふたりとも、よく大きな声で、『いやだ！』『やめて！』って言えたわね。それに先生に話してくれて
うれしいわ。先生も周りの大人の人たちに相談してみるからね。あなたたちは何も悪くないのよ。皆が安
心できる町にしていきましょうね。（15場面）」と子どもたちの気持ちを受けとめ、子どもに非がないこと、
この問題をいっしょに考えてくれる大人が他にもいることを伝えている。先生と話した子どもたちは安心
して、自分たちが無事に帰れたのは「大きな声で叫んだからなんだね」と確認している。この作品の監修
者である安藤は、被害者が声を上げられない実情から、「自分の体と命を守るために、いやな感じがした
ら大声で『いやだ』と叫んでもいい」ことを子どもに伝えてほしいと強調している11）。
　現実にこのような状況を子どもから伝えられたら、大人自身が慌ててしまうだろう。①冷静な態度で話
を聞く。②子どもたちが無事だった理由(行動）を確認する。③悪いのは子どもではないことを伝える。
④相談者以外にも子どもの味方がいることを伝える。これらの描写は、紙芝居を見る大人にとっても自分
が頼られたときに必要な言動を学ぶことにつながる。　

〔表３〕子どもに伝える注意事項
作品 場面数／注意事項を伝える人 　　　子どもに伝える注意事項

作品Ａ 15場面／先生 ・大きな声で「いやだ！」「やめて！」と言う

作品Ｂ ２場面／家族
・知らない人が尋ねてきても返事をしない
・鍵は絶対開けない
・危ないことがあったら「火事だー、助けて」といって逃げる

作品Ｃ １場面･10場面／母親
・チャイムが鳴っても出ない
・電話が鳴っても出ない
・火を使わない

作品Ｄ 12場面／母親
・黙って外に出ない。出かける前に必ず誰とどこにいくのか、何

時に帰るのか、ちゃんと言ってから遊びに行く
・知らない人に声をかけられても、絶対についていかない
・連れて行かれそうになったら、大きい声で助けを呼んで逃げる

作品Ｅ
２場面 / 母親
７～ 12場面 / 母親

（防犯標語「いかのおすし」）

・お母さんの近くで遊ぶ
・知らない人に声をかけられても、絶対についていかない
・知らない人の車から声をかけられても、車に近づいたり絶対に

のらない
・無理やり車に乗せられそうになったら、おおきな声で「たすけ

て」と叫ぶ
・すぐのその場所から逃げる
・知らない人に声をかけられたり怖い目にあったら、家の人や先

生、大人の人にしらせる
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５．作品の特徴　

　分析作品には、観客への「問いかけ」と「参加の呼びかけ」という特徴があった。〔表４〕のとおり、
いずれも観客の子どもが作品を見るだけでなく物語の展開に積極的に関わる仕掛けが用意されている。

〔表４〕観客への問いかけと呼びかけの言葉
作品 観客への問いかけ 参加の呼びかけ
作品Ａ「ちゃんと言えるかな」（16場面） 「さあ、みんなもやってみよう。」（16場面）

作品Ｂ
「あれ?ポコペンは返事をしていいのかな?」（４
場面）

「ポコペン、鍵をあけてもいい?だめ?」（７場面）

「それじゃ、みんなで、いっしょにいってみよ
うか。せーの、〈火事だーたすけてー〉」（９－
10場面）　

作品Ｃ
「みんなならどうする？」（２場面）
「みんなはもうおぼえたかな？」（４場面）　
「みんなはおもいだせるかな？」（７・９場面）　　　　

「おかあさんとの三つのおやくそく、みんなも
あかリボンちゃんといっしょにいってみよう。」

（10場面）

作品Ｄ「みんなならどうする？」（３・４・６・８・11
場面）　

「モンキチくんがあぶない！みんなで大きな声
で〈助けて！〉｣ といって！せーの！〈助け
て！〉」（９場面）

作品Ｅ「よくできました。全部でいかのおすし。やく
そくをわすれずにね。」（12場面）

「さぁ､ みんなもおおきなこえでいってみて！
せーの！｣（７場面），「（さあ、みんなで、）せー
の｣（８，９，10，11場面），｢もう一度いってみ
ようね｣（12場面)

　主人公の迷いや危機的状況の場面で、「いいのかな？」「どうする？」「～かな？」と演じ手が観客に問う。
「みんなもいっしょにいってみよう（やってみよう）」と呼びかける。このような参加型紙芝居は、主人公
や演じ手が観客に語りかけ、観客が主人公に教えたり言葉を唱えたりするなど、演者を介して登場人物と
観客がつながって物語が展開していくため、観客の子どもたちは作品世界に深く関わる楽しさを味わえ
る。問いかけられることで、子どもたちは主人公の状況を理解しながら客観的な立場で考える状況に立
つ。主人公を窮地から救うために助けを呼び、身を守る言葉を声に出して言うことは、観客である子ども
にとって間接的な体験となり、安全につながる言動を繰り返し学ぶ機会となる。

おわりに－安全教育紙芝居の特徴と課題

　不審者に遭遇する場面と言語表現を中心に考察することで、紙芝居の特徴と教材としての課題を検討し
た。本研究で分析した「知らない人への対応」をテーマにした安全教育紙芝居は、家・公園・路上といっ
た幼児の生活圏を舞台に子どもが危険な状況に遭遇する状況を描き、不審者と子どもの言動を具体的に伝
えていた。また、プロットは大筋で共通しており、①主人公の紹介、②不審者の接近と主人公の戸惑い、
③危機的状況と回避行動（拒否、自分を守る行動）、④頼れる大人の存在と安全のための注意事項確認、
が明示されていた。
　不審者が主人公（子ども）を誘う場面は、道案内・甘言（お菓子やおもちゃ､ マンガ）・緊急事態を理
由に車に乗せようとしたり、連れ去ろうとするケース、宅配便や知り合いを装い玄関を開けさせて侵入し
ようとするケースが描かれている。その場面では、不審者をすぐに拒否できない子どもの迷いや悩む気持
ちを心の声で表現しながら、拒絶・逃走する言語表現 ――「いりません」「いきません」「のりません」
と断ること、「いやだよ」「やめて」と拒否して逃げる、「たすけて」と助けを求めて逃げる行動が子ども
の言葉で表されている。
　作中には必ず子どもが信頼する大人が登場し、子どもの不安な気持ちを受けとめる姿が描かれている。
また物語の進行中、観客への問いかけや参加の呼びかけによって、見ている子ども自身が自分の身を守る
ための注意事項を確認できる特徴があった。
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　幼稚園教育要領では幼児期の安全教育を、本稿１－（２）に述べたように領域「健康」で取り扱ってい
るが、本研究の結果から人との関わり方と言語表現の重要性が明らかになった。安全教育は、人との関わ
りに関する領域「人間関係」、言語の獲得に関する領域「言葉」とも密接に関わっているのである。領域「人
間関係」〔内容〕「（６）自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付く。」「（13）高齢者
をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみを持つ。」、領域「言葉」〔内容〕

「（２）したり、見たり、聞いたり、感じたり、考えたりなどしたことを自分なりに言葉で表現する。」な
どの指導事項が相互に関連することで、子ども自身が危ない場面に遭遇したときに総合的な力として危険
回避の適切な態度がとれるのだろう。
　前述した〔図１〕安全教育における幼稚園段階の３項目（「日常生活の場面で安全な生活習慣や態度を
身に付ける」「教職員や保護者の指示に従い行動する」「危険な状況を発見したときは近くの大人に伝え
る」）を身に付けるには、先行研究でも指摘されていた「具体的な状況を想定したシミュレーション実施
の重要性」、すなわち具体的な訓練を繰り返し行う必要があるが、紙芝居の内容は間接的体験となり得る
ものであった。以上のことから、安全教育紙芝居（「知らない人への対応」）は、幼児期から防犯意識を育
成する適材といえる。
　安全教育紙芝居の「知らない人＝不審者」という描写は、あくまで幼児が防犯意識を高めて自分の身を
守れるようになるための設定である。しかし、現実には子どもの既知の人による犯罪が起きているだけ
に、安全教育の難しさを多くの大人が感じているだろう。したがって、安全教育紙芝居においては、相手
が誰であっても、自分が怖さや強引さ不信感などを感じたら拒否して逃げてかまわないことを、幼児が理
解できるよう表現する作品が必要である。
　さらに、分析作品に見る知らない人への対応を要約すると、留守番中は外からの問い合わせに一切対応
しない、屋外では知らない人のそばに近寄らないとなるが、人に対する基本的信頼感の土台を培う幼児期
に「知らない人」と関わらないよう教えることが人間不信につながらないかという不安がある。子どもを
狙う悪い人間について注意喚起が必要だが、子どもが安心して生活できるよう配慮し行動する大人がはる
かに多くいることを示すことが重要であろう。
　なお、本稿では危険な場面がどのように提示され脚本化されているかを検討するため、脚本を中心に分
析を試みたが、紙芝居は絵と脚本で場面を表現するメディアであることから、今後は絵による表現につい
ても検討したい。

注

１）江尻桂子（2010）「幼児・児童における危険認知の発達：子どもの安全・防犯教育を考えるための発
達心理学的アプローチ」、発達心理学研究第21巻第４号、pp.332 -341

２）清水由紀（2010）「幼児・児童は危険回避行動と向社会的行動のいずれを優先させるか：安全教育の
デザインのための基礎的研究」、発達心理学研究第21巻第４号、pp.322 -331

３）「安全教育の３領域」東京都教育委員会（2017）『安全教育プログラム』第９集　
　　http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/pickup/p_gakko/anzenkyoikuprogram.htm（閲覧日：2017年８月16日）
４）「安全教育で身に付ける力」同上
５）文部科学省（2008）「幼稚園教育要領」　
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/you/you.pdf（閲覧日：2017年９月12日）
６）文部科学省（2008）『幼稚園教育要領解説』フレーベル館　10月　pp.223 -224
７）同上書
８）子どもの文化研究所編（2015）『紙芝居―演じ方のコツと基礎理論のテキスト』一声社、p81
９）研究対象である安全教育紙芝居は、紙芝居出版の実績がある童心社と教育画劇のホームページを参照
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し、各社の紙芝居分類に安全教育とある作品の中から「知らない人への対応」をテーマとする作品を
選んだ。

　　・童心社紙芝居カタログ　https://www.doshinsha.co.jp/search/?genre=2（閲覧日：2016年12月21日）
　　・教育画劇紙芝居カタログ　http://www.kyouikugageki.co.jp/kamishibai/（閲覧日：2016年12月21日）
10）幼児から小学校低学年を対象に1999年に出版された絵本『知らない人にはついていかない』は、ま

ず始めに、家の人と一緒のときは知らない人と話しても大丈夫と説き、「あなたは、テレビニュース
などで、子どもたちによくないことをする知らない人や、どこかに連れて行ってしまう人がいること
を、知っていますね。知らない人のほとんどはいい人です。」と、社会に潜む悪い人の存在とそのよ
うな人は僅かで、ほとんどがいい人であることを断言している。

11）安藤由紀（2005）「『いやな感じ』を大切に」〔紙芝居「おおきなこえでいえるかな」５場面脚本頁掲載〕
　　被害者は、恐怖心や不安から声が出せなくなるが、声を上げることは、相手が刃物を持っていない場

合や距離がある場合は「十分威嚇の効果」があるので、「家庭や園、学校で日ごろから大声の出し方
を練習しておくと、いざというときに声が出しやすく」なると説いている。
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